
・高潮浸水想定区域図は、「高潮浸水想定区域図作 成の手引き（Ver.2.10）」

　に基づ き作 成した ものであり 、想定し得る 最大規模の高潮による 氾濫が発生

　した 場 合において 、想定され る 浸水の区域（浸水区域）、水深（浸水深）、

　継続時間（浸水継続時間）を ２種類の図面により 表示した ものです。

・本図は、我が国における 既往最大規模の台 風を 基本として 、沿岸各地点で潮

　位偏差（潮位と天文潮の差）が最大となる よう複数の台 風経路により 高潮浸

　水シ ミ ュ レ ーシ ョ ン を 実施し、最大の浸水区域及び浸水深、最長の浸水継続

　時間を 表示して います。

・台 風等により 高潮が発生する ときには、同時に降雨も予想され る た め、本図

　では、最悪の事態を 想定し、一級河川及び一部の二級河川のうち 、高潮によ

　る 影響が明らかな区間において 、計画規模の降雨による 洪水が同時に発生す

　る ことを 前提として います。

・高潮浸水シ ミ ュ レ ーシ ョ ン では再現が困難である 局所的な地盤の凹凸や建築

　物の形状、雨水出水（内水）などの影響により 、実際には、浸水想定区域外

　で浸水が発生する 場 合や、浸水深が想定より も大きくなる 場 合があり ます。

・無着色の箇所は「河川・湖沼等の水面」又は「浸水想定区域外」のいずれ か

　となり ます。

・地形デ ータ は、平成２６年度及び平成２７年度に測量され た ものを 使用して

　いる た め、現状と異なる 場 合があり ます。

・河川の断面は、平成２８年度末までの河川整備が反映され た ものを 使用して

　いる た め、現状と異なる 場 合があり ます。

・海岸の堤防等は、平成３０年度時点の整備状況を 考慮して 高さ等を 設定して

　いる た め、現状と異なる 場 合があり ます。

・高潮浸水想定区域は、現在の科学的知見や過去に発生した 台 風を もとに設定

　した ものであり 、これ を 超え る 規模の高潮が発生しないというものではあり

　ません 。

・本図に関する 説明の詳細は「岡山沿岸高潮浸水想定区域図解説書」を ご覧く

　ださい。

・用語の解説

　　浸水区域：高潮による 氾濫が発生した 場 合、浸水が想定され る 土地の区域

　　浸 水 深：陸上の各地点において 、浸水により 水面が最も高い位置になる

              ときの地面までの水深

岡山沿岸高潮浸水想定区域図

「測量法に基 づく国土 地 理院長 承 認 （複製）R 3JHf 256　本製品 を複製する場 合には、国土 地 理院の長 の承 認 を得 な ければな らな い。」
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凡 例 (浸水深)
10.0m以上
  5.0m以上　10.0m未満
  3.0m以上　  5.0m未満
  1.0m以上  　3.0m未満

0.5m以上　1.0m未満
0.3m以上　0.5m未満
0.3m未満

浸水深

【本図の見方 】




